
RYOENG

● メタン発酵後の消化液 ● 陸上養殖排水 ● 水耕栽培
● 家畜の糞尿処理 ● 水族館 ●その他

（２年ごと程度の頻度で減少した分の担体を補充）
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窒素ガスとして水中から排気

担体形状

海外 150件以上の豊富な実績あり



【従属栄養性脱窒菌】の利用
亜硝酸態窒素もしくは硝酸態窒素を処理する為には必ず有機炭素源とリンが必要であり、理想的な割合が
炭素（C）：窒素（N）：リン（P）の比率が１００：５：１と決まっています。

独立栄養性細菌である硫黄酸化脱窒菌を硫黄と炭酸カルシウムをベースにしたペレットに担持させ、専用設計した
リアクターで反応させることで流入硝酸態窒素濃度の変動に追従。
脱窒ペレットによりアルカリ剤が硫酸塩を自動的に中和し安定稼働を継続させます。
ペレットは消耗した分だけの補充（約２年毎）で済みますので、通常はポンプの電気代のみがランニングコストとな
ります。

https://ryoeng.co.jp
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畜産糞尿の処理場など極端にＮ値が高い排水の場
合、富栄養化の素である有機炭素源（メタノールやブ
ドウ糖）をわざわざ排水に注入しながら脱窒処理を
行う必要が生じ、高コストにつながります。

ある程度の放流基準までは有効に機能しますが、韓
国や中国のような厳しい放流基準値を満たす運用は
困難を伴います。また、高濃度の窒素が排水中に混
入している場合にも処理が難しくなってしまいます。

実験機での窒素ガス排気の様子

ペレット

ガス気泡

【独立栄養性細菌】の利用　

実用化が困難だった「硫黄酸化脱窒細菌」を使用した高効率脱窒システム


